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レシピ構造を反映したメタデータに基づく菓子コンテンツ共有法の提案
A Method of Sharing Sweets Recipe based on Metadata
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The content on the Web vary based on the viewpoint of their authors in terms of quantitiy and quality. There
increases chances to make new content that have more detail information and suit to our needs, by collecting and
recompiling various content. In this context, we propose a framework for producing new content from pieces of
partial content on the Web. Especially, in this paper we apply it to recompiling sweets recipe that anonymous
people display on the Web to verify our proposed framework.

1. 研究背景と目的

近年Web上に存在する膨大なコンテンツは作成者の観点に
より，それらが持つ情報の性質や量が異なる．こうした多様な
コンテンツを分類し,それらを集めて再編集することで自分の
仕様用途に即した新しいコンテンツを作成する機会が増えてい
る．しかし，一般に多様化したコンテンツは，それらが持つ構
造が統一されていない為，詳細な分類・共有を行うことが難し
い．このような背景から本研究では，コンテンツにそれらが持
つ構造を反映したメタデータを付与することでコンテンツを分
類・共有し，それらを組み合わせて新しいコンテンツを創出す
るための枠組みを提案する．具体例として,Web上の菓子レシ
ピを取り上げる. レシピを分類する際,菓子の名前や使用され
る材料名だけでなく具体的な作り方による分類を行うことでコ
ンテンツの検索が容易になり, コンテンツにレシピ構造を反映
したメタデータを付与し,蓄積することで既存のレシピを再利
用した新しいレシピを作成することが可能となる.

2. システム設計

2.1 要件定義
現在のWeb上の菓子レシピサイトでは，レシピの名前や使

用する材料名によるキーワード検索が可能であるが，具体的
な作り方による検索や，レシピの一部分を取り出し，それら
を組み合わせたレシピを生成することは不可能である. 例とし
て，レシピサイトの cookpad[4]において‘卵を湯銭で泡立て
て作るスポンジのレシピ’を検索したい場合,作り方に基づい
た検索が行えないため,作り方の書かれた文章を逐一見ていく
必要がある. また，‘ ココア味のスポンジをチョコクリームと
苺でデコレーションするレシピ ’を検索したい場合，‘ ココア
　チョコクリーム　苺’をキーワードとして検索すると，要望
に合った検索結果は上位 30件中 1件である. そこで，ココア
味のスポンジレシピ，チョコクリームのレシピ，苺のデコレー
ションレシピをそれぞれ検索し，組み合わせようとするが，そ
のような仕組みが存在しない. 本研究では，レシピの作り方を
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モデル化して扱うことで作り方による検索を実現する方法，ま
た，レシピを組合せ単位毎に検索し，それらを組み合わせてレ
シピを生成する方法を提案する.

これらの方法を実現する為に，既存のWebコンテンツの分
析によってレシピが持つ属性によりレシピを定義し，組合せ単
位を抽出する必要がある.

2.2 菓子レシピの分析
コンテンツの分析を行い，菓子レシピが持つ属性,作り方が

持つ構造,組合せ単位を調べた. 今回は対象を生洋菓子に絞り,

菓子全体を網羅的に調査するため，表 1の菓子分類表 [1]に従
い，各種類の代表的な菓子のレシピを分析した．菓子分類表は
製法や主原料に応じて菓子を分類したものである. 分析対象と
なるレシピの情報源として，検索エンジンGoogleを用いて得
られた検索結果の上位 5 つのサイト [2][3][4][5][6] から計 200

件のレシピを対象にした．

表 1: 菓子分類表
生洋菓子の種類 代表的な菓子の例

スポンジケーキ類 ショートケーキ, ロールケーキ
バターケーキ類 バターケーキ, パウンドケーキ
シュー菓子類 シュークリーム, エクレア
発酵菓子類 サバラン, ババ
フィユタージュ類 タルト, パイ
ワッフル類 ワッフル
デザート菓子 ゼリー, ムース
料理菓子 ピザパイ, ミートパイ

実際に得られたレシピの一例を図 1に示す.

レシピは菓子の種類に関係なく，「名前」「材料」「器具」「作
り方」の 4つの属性を持つ.

また，レシピは作るものにより幾つかのレシピに分割するこ
とができる. 例としてスポンジケーキ類のレシピは，スポンジ
を作る部分，クリームを作る部分，スポンジとクリームを使っ
て仕上げる部分の 3つに分割することができる. このように分
割可能な部分「独立な工程」も,レシピの属性とする.
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図 1: レシピの例

2.3 菓子レシピの構造化
分析の結果得られたレシピの属性とその構造をオントロジー

で記述したものを図 2に示す.

図 2: 菓子コンテンツオントロジー

次に,作り方のモデルを示す. 「作り方」は，通常複数の
調理動作,材料名,器具名の組合せで表現されている. ここで,

調理動作とは「作り方」に存在する動詞であり,それらを関数
として扱うことにより,作り方を合成関数にモデル化する. 例
として‘卵と砂糖をミキサーで泡立て,それに粉を加えてオー
ブンで焼く’という「作り方」は, 調理動作‘泡立てる’,‘加
える’,‘焼く’を持つ.それらを関数とすると「作り方」は下
の図 3のように表現できる.四角は調理動作,楕円は材料名,角
の無い四角は器具名を表している.

図 3:

‘泡立てる’は入力として‘卵,砂糖,ミキサー’を取り,出
力として‘泡立てたもの’を取る. この関数を f(卵,砂糖,ミキ
サー)と書くことにする.‘ 加える ’は入力として‘ 泡立てた
もの (f の出力値), 粉 ’を取り, 出力として‘ 加えたもの ’を
取るので, この関数は g(f(卵,砂糖,ミキサー),粉)と書くこと

ができる. ‘ 焼く ’は入力として‘ 加えたもの (g の出力値),

オーブン ’を取り,出力として‘ 焼いたもの ’を取るので, こ
の関数は h(g(f(卵,砂糖,ミキサー),粉),オーブン)と書くこと
ができ,以上から「作り方」を合成関数としてモデル化するこ
とができる. このモデル化により,「作り方」を基にしたレシ
ピの検索が可能になる. 例として‘ミキサーで卵と砂糖を泡立
てるスポンジのレシピ’を検索したい場合,合成関数で書いた
「作り方」の中に f(卵,砂糖,ミキサー)が含まれるものを検索
すればよいことになる.

3. システム実装

3.1 システム概要

図 4: システム概要

本研究では，レシピは「名前」「材料」「器具」「作り方」「菓
子の種類」「独立な工程」の 6つの属性を持つものとする．ユー
ザはレシピにこれらの属性を付与してコンテンツリポジトリに
レシピを蓄積していく. ユーザがコンテンツリポジトリに材料
名，器具名を検索キーワードとして入力すると，合成器はキー
ワードを基にレシピの組み合わせ単位毎にレシピを検索する.

検索した結果得られたレシピに対し，合成器は菓子コンテンツ
オントロジーを参照し，組み合わせたレシピの整合性を確認し
た後に出力する.

3.2 データ構造
今回は図 2に示した構造を利用して,レシピを組み合わせる

実験を行った.

スポンジケーキ類の 3つの独立な工程のレシピをそれぞれ材
料名で検索し，組み合わせて「作り方」を取り出すプログラム
を Java言語により実装した．実験のため,2つの菓子レシピサ
イト [3][7]を参考に英語表記のレシピを作成し,これらをデー
タとして用いた. データ数はスポンジレシピが 20件,クリーム
レシピが 20件,仕上げレシピが 10件の計 50件である. RDB

にデータを格納し SQLベースのクエリを用いて，検索を行っ
た.RDBのスキーマを表 2に示す．nameは「名前」，kindは
「菓子の種類」，subtaskは「独立な工程」，ingredientsは「材
料名」，amountは「材料の量」，cookwareは「器具」，number

は「作業の番号」，workは「作業」である.「作業」とは「作り
方」の一部であり,それ全体で「作り方」を表すものとする. こ
こで，kindには表 1の菓子分類表にある 8つの種類の中から
1つが入る．この値に応じて subtaskには，図 2に示すような
菓子の種類毎に存在する独立な工程の中からいずれか 1つが入
る．今回の実験では対象がスポンジケーキ類であるため，kind

には spongecake(スポンジケーキ類)，subtaskには sponge(ス
ポンジレシピ)，cream(クリームレシピ)，decoration(仕上げ
レシピ)のいずれかが入る.
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表 2: RDBのデータスキーマ
属性 属性値

name shortcake recipe1

kind spongecake

subtask sponge

ingredients egg

amount 120g

cookware mixer

number 1

work beat the eggs

3.3 検索方法
スポンジケーキ類のスポンジレシピ検索アルゴリズムを示す.

1. ingredients(材料名)の値を検索キーワードとして入力し,2

へ行く

2. ingredients の値が検索キーワードと一致し，かつ kind

の値が spongecake，subtask の値が sponge であるタッ
プルの name の値を取り出す. 取り出した値が一つのと
きは 4，複数あるときは 3へ行く.

3. 複数ある nameの値からユーザが一つ選択し,4へ行く

4. 取り出した値を name の値に持つタップルの work の値
を順に取り出す

クリームレシピと仕上げレシピの「作り方」も同様に検索し
て出力する．

3.4 検索結果
検索結果を図 5に示す.

図 5: 検索結果

スポンジレシピの検索キーワードに cocoa と入力した
結果，名前が chocolate sponge recipe1 のレシピが得られ，
その「作り方」が出力されている. 同様に，クリームレシ
ピの検索キーワードに whipping cream と入力した結果
whipped cream recipe1 の「作り方」が出力され，仕上げ
レシピの検索キーワードに strawberrie と入力した結果
berries decoration recipe1の「作り方」が出力されている.

4. 考察

実験では，入力するレシピが図 2に示す分類のどこに属する
かを kindと subtaskの値として与えておくことで，独立な工
程毎の分類と検索が可能となり，レシピを組み合わせて出力す
ることができた. cookpad[4]等ではレシピを検索する方法が，
材料名などのキーワード検索のみであるため，検索した結果得
られたレシピが要望に合っているかを逐一見る必要があるが，
工程毎の検索では，自由にレシピを組み合わせることで希望す
るページを得ることが容易になる. このように，構造を反映し
たメタデータをコンテンツに付与することでコンテンツを構造
に従って自由に組み合わせることが可能となる.また，同じス
ポンジレシピを異なるクリームレシピと組み合わせるなどして
新たなレシピを生成することも可能となり，コンテンツの再利
用が実現できる.

しかし独立な工程毎のような大まかな構造を反映した分類で
は，多量のコンテンツを扱う場合には効率が悪い. また,今回
の実験のデータ構造ではレシピの名前, 材料名, 器具による検
索は可能だが,作り方による検索を行うことはできない. そし
て,レシピを組み合わせた結果,‘ クリームの分量が足りず,仕
上げることができないケーキレシピ’が生成される等の不具合
が起きる場合もある.

解決策として，詳細な分類を行うため,材料や器具の階層構
造を分析し，それらを菓子コンテンツオントロジーに加えるこ
とで材料や器具による分類，検索を行えるようにする. また,

作り方をモデル化したものを RDFで実装することで,グラフ
のマッチングによる作り方を基にした検索,分類を行えるよう
にし, 組合せの際に起こる問題については,材料の正規化を行
うことでレシピの整合性を確認できるようにする.

5. 今後の課題

今回の分析,実験ではレシピの形式はテキストが中心であっ
たが, 今後は写真や動画も取り扱い, 将来的にはマルチメディ
アに対応したレシピ共有の基盤を構築していく.

また,より分かり易いレシピを提供するために, ユーザが入力
した文書をグラフで表示するなどして視覚的に理解しやすいレ
シピの表示方法を検討していきたい.
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